
◆バックは死角の大きい運転行為ですから、バック時の急ぎや焦りは禁物 

です。どんなに駐車場が混雑しているときでも、バックするときは、 

まず一時停止し、進行方向の状況を確認してから、両脇の駐車車両との 

間隔に注意しながらバックします。バックの際はゆっくりと歩くくらい 

の速度で進行するという、バックの基本を実践しましょう。また、同乗 

者がいるときには誘導してもらうのもよい方法です。 

◆車輪止めにタイヤを当てて止まる習慣は、後方確認が不十分になりがち 

 で、安全な習慣とはいえません。車輪止めの有無にかかわらず、バック 

 するときは必ず自分の目で後方の状況を確認するという習慣をつけま 

 しょう。 

◆バックミラーやバックモニターには死角があります。 

 特にバックモニターの場合は、後方の左右の死角が大きくなりますから、 

 バックする前に後方を振り返って、左右に歩行者などがいないことを 

 直接確認してからバックする習慣をつけましょう。  

■後方確認を怠らない 

混雑した駐車場で空きスペースがなかなか見つからないようなとき、空き 

スペースを見つけると、急いでバックして駐車しようとしがちです。 

そのため後方の安全確認がおざなりになって、後方を横切ってきた子ども 

などと衝突したり、両脇の駐車車両と接触する危険があります。 

■車輪止めも要チェック 

車輪止めにタイヤを当てて止まる習慣をつけているドライバーの場合、 

車輪止めの無い駐車場でも車輪止めがあると思い込み、車輪止めの有無を 

確認しないままバックすると、後方の駐車車両に衝突する危険があります。 

■ミラーやモニターのみに頼らない 

安全確認は直接見るバックミラーやバックモニターだけに頼ってバックを 

すると、バックミラーやバックモニターの死角に入っていた歩行者などを 

見落として、衝突する危険があります。 

 道路を走行するときは緊張感や集中力を維持していても、駐車場に入ると気が緩んでしまいがちです。そのため特に

バックして駐車するときに、後方の安全確認などが不十分になって、歩行者の思わぬ事故を招いたり、駐車車両との接

触事故を招くことがあります。そこで今回は、駐車場でのバック時の事故防止について取り上げました。 
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 バック時の落とし穴 

～駐車場でのバック事故を防ごう～ 
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